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本年の第 50回日本実験動物学会(於大宮)は｢実
験動物科学技術週間 "2003"｣と銘うって行われ
たが､演題から見た実験動物による生命科学研究
内容から見ると､一般演題が 159題エンLIJ-さ
れた｡その中で トピックス性に優れた演題を 10
セッションの集団に集め｢フィール ドトピックス｣
として纏めたことは､生命科学研究の動向を知る
ために非常に有意義であった｡例えば､遺伝子改
変マウスの性状｣､｢ES細胞の樹立と利用｣,｢ス
ナネズミ ･マス トミス ･ウサギにおける生殖細胞
の凍結保存｣､｢実験動物を用いたス トレス研究｣､
｢サル類のヘルペスウイルス感染｣､｢実験動物と
してのミニブタの有用性｣､｢実験動物 と麻酔｣､
｢体系的遺伝解析用に開発された SM‡A-Rl系の基
盤整備とその応用｣､｢サル類の繁殖と発生工学｣､
｢生命科学支援センターの現状｣等の10セッシ
ョンであった｡これらから見れば学会にエントリ
ーされた一般演題からその概要を知ることができ
る｡このフィール ドトピックスから見ても分かる
ように例年これらのような幾つかの研究グループ
に分類できる｡また､特別講演として ｢ヒト血液
凝固Ⅳ因子ミニ遺伝子を導入した十数のトランス
ジェニックマウスの系統を駆使して､加齢に伴う
第Ⅳ因子遺伝子の発現｣を調節する遺伝子を複数
同定しており､モディファイア-の生理的意義を
具体的なデータで理解することが期待できるO教
育講演では ｢学問の動脈｣と越して実験動物学の
目指す方向性について講演があった｡また､｢再生
医療･細胞治療技術の開発と実験動物｣を取り上げ
ており､ポス トゲノムプロジェクトに代表される
新しい医療技術の開発においては､従来型の開発
研究が要求される｡優れた治療戦略が生まれた背
景と治療プロトコルを臨床応用するための実験系
の開発に焦点を当てて､新しい治療戦略を臨床応
用する過程を最先端で活躍されている若手臨床医
の報告があった｡また､｢毒性試験におけるモデル
動物としてのタロ-ズ ドコロニー｣についても話
題になった｡また､ゲノム情報を背景とした新し
い感染症研究に視点を当てた ｢病原微生物のボス
トゲノム研究 :感染症モデルの新展開｣という話
題もあり､21世紀に期待されている動物実験では
技術分業がますます重要になってくる｡次世代の
研究支援の在り方について､日本実験動物技術者
協会との合同企画 ｢医学生命科学研究を支える実
験動物科学一研究支援の立場から-｣と題したシ
ンポジウムがあった｡また､新企画として若手研
究者による自由セミナーには､次世代の実験動物
学会を支える若手研究者から｢21世紀のバイオリ
サーチと実験動物｣と題 して討論された｡また､医
学関係の学会ではかなりの頻度で行われているこ
とであるが､昼時間を利用したランチョンセミナ
ーが多く組み込まれていたことは時間の有効利用
ができて便利であった｡実験動物関係機器展示も
盛況であったと同時に､ワークショプとして4グ
ループにまとめ ｢遺伝子マッピング｣｢凍結保存｣
｢微生物学的モニタリング｣筆者が担当の ｢麻酔｣
等のテーマが行われた｡いずれにしても実験動物
学会の演題は多岐にわたっており､依然としてゲ
ノム研究が盛んに行われてお り､ポス トゲノム時
代は未だ遠い状況である｡
実験動物界の最近の状況について述べてみよう｡
動物福祉の点については､国立大学においては動
物実験反対運動家から動物実験計画書等の各種資
料請求が出ており､情報開示について少しずつ行
われているのが現状であります｡岡山大学におい
ても動物実験計画書の公開が請求されており､2
回資料請求がありました｡幾つかの質問がありま
したが､その中で重要なことは､自治体から払い
下げられた動物を実験に使用することはやめては
しいという運動家の要望か ら､岡山県か らのイ
ヌ ･ネコ等の払い下げは中止されましたOまた､
わが国における動物愛護に関する重要な法律に
｢実験動物の飼養及び保管に関する基準｣(昭和
55年総理府告示第 6号)があるが､20余年が経過
しているのでこの法律の改正の動きもある｡これ
はこの法律が作られたのが古過ぎるという点であ
ると思われますが､より新 しい視点で改正する必
要性があると思われます｡
